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要   旨：    

背  景： 地中海食事は冠状動脈性心疾患(CHD)を予防すると示された。 

      地中海食事の順守は、地中海食事スコアを用いて評価できる。 

      この予備的研究の１番目の目的は北欧住民で冠状動脈性心疾患の患者が地中

海食事を採用して維持するかどうかを検討することであり、順守の改善を目的

とする各種方法の有効性を比較する２番目の目的もあった。 

 

方  法： 冠状動脈性心疾患の診断がある 61人の患者をランダムに３グループの１つ

に分けた：冠状動脈性心疾患についての従来の栄養助言を受ける、または行動

カウンセリングまたは栄養カウンセリングを用いて地中海式食事を実施するよ

うにとの助言を受ける。 

      患者は追跡評価を 6ヵ月目に受け（採用）一部の患者を 12ヵ月目に追跡した

（維持）。 

      主な結果測定は地中海食事スコアの平均的変化のグループ間の違いであった。 

 

結  果： 地中海食事スコアの変化は、グループ間で有意ではなかった。 

      しかし、全てのグループが 6および 12ヵ月の追跡で地中海食事スコアのグル

ープ内での有意な上昇を報告した（P<0.01)。 

 

結  論： ３グループ全てが地中海食事に向かう食事変化をしたが、食事変化の開始お

よび維持について行動カウンセリングは栄養カウンセリングに対し有意な追加

効果はなく、地中海食事スコアの改善に関して特定の地中海食事助言を提供す

るどの方法も従来の食事活動よりも有意な効果はなかった。 

 


